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文化財のデータベース公開に関する現状と課題

楠  惠美子  
（大田区教育委員会・國學院大學博物館）  

1 .はじめに
近年の動向  近年、新型コロナウィルスの影響も相まって、博物館等を訪問して文

化財そのものを観覧するだけでなく、博物館等が運営する Web ページや S NS を介し
たデジタルコンテンツの利用に対する需要が高まっている。大英博物館が実施した
1 9 0 万枚に及ぶコレクション画像検索 1 )のアップデートや、国立科学博物館の展示空
間を VR 画像で紹介する「おうちで体験！かはく VR」 2 )、そして全国の博物館等が実
施しているオンライン上の取り組みを推進する北海道博物館主導のポータルサイト
「おうちミュージアム」 3 )などが事例として挙げられるだろう。  
これらの事象は、文化財そのものに代わるデジタルデータ、すなわち収蔵品情報の

テキストデータや、画像・動画・音声などのデジタルデータを、広く一般に公開すべ
きとする博物館等の基礎的課題 4 )を改めて喚起するものでもあった。
文化財情報のオンライン化  国内博物館等の収蔵品情報のオンラインにおける情報

発信事例では、国立博物館 4  館と奈良文化財研究所による「ｅ国宝」 5 )、全国の博物
館・美術館等の情報を集積した「文化遺産オンライン」 6 )、国立民族学博物館の「標
本資料目録データベース」 7 )などがある。  
このような流れの中で、その他の博物館施設・埋蔵文化財センター等の We b ペー

ジにも、収蔵品データベースや、埋蔵文化財の包蔵地を示す遺跡地図が実装されてい
る事例が多くなってきた。ただし、後述する集計の結果から見ると、これらの収蔵品
データベースの内容は千差万別であり、優品の資料紹介に止まる例が少なくないこと
が確認できた。  
本発表の目的  そこで本稿では、全国の博物館等が運営する W e b サイトにおいて、

掲載内容の多寡こそあれ、一定の収蔵品情報を掲載したものについて事例を挙げ、多
様な収蔵資料のデータ提供形態を分類し、検索方法、詳細項目の種類・量、付属情報
などに注目して特筆すべき事例を幾つか取り上げていく。さらに、このような収蔵品
オンラインデータベースの仕様について、文化財にアクセスしようとする利用者のユ
ーザビリティという観点から、必要かつ有効な条件を考えてみたい。
なお本発表は、発表者論文 8 )の内容をまとめたものである。  

2 .全国の博物館等収蔵品オンラインデータベース
対象  今回は、「全国歴史民俗系博物館協議会」W eb サイト 9 )を参考に、歴史・考

古系博物館と、埋蔵文化財センター等の 5 4 0 施設を検討の対象とした。2 0 2 0（令和
2  ）年 1 2 月時点の情報として提示する。  
情報内容の集計  5 4 0 施設の内、どのような形であれ収蔵品に関する情報が得られ

るデータベースを導入している施設が 3 2 . 8％の 1 77 件、導入していない施設が
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6 7 . 2％の 3 63 件であった。また、導入している施設 1 7 7 件の内容内訳は、第１表の
通りである。  
施設 1 77 件の内容としては、①掲載  

内容に制限を設けない総合データベー
スは、悉皆的な収蔵資料の登録を志向
したものである。②～④は、それぞれ
国・都道府県・市町村の指定文化財の
み、各博物館等における部分的な資料
のみ、指定文化財と部分的な資料のみ
を掲載するものである。②は、掲載対
象に明確な線引きがあるが、③・④の
対象資料選択に明確な規範を見出すこ
とはできない。部分資料の中には、当
該博物館等における優品を選択した例や、データベースの構築途上にあって部分的な
情報しか掲載し得ていない例も含まれているものと思われる。  
なお、⑤としたものには、遺跡の総合的な解説情報のみ、データベース状ではなく

一覧表のみ、個人コレクション目録のみである、といった事例がある。この場合、検
索システムなどから、利用者が得ようとする情報を自由に選択することはできない。  
事例と観察の視点  本発表の元となる発表者論文 8 )では、前章で①総合データベー

スと分類した中から、設置主体や館種の異なるもので、特に充実した事例を、幾つか
紹介した。具体的には、各ホームページからから収蔵品オンラインデータベースまで
の「A)ホーム画面からのアクセス」、掲載する情報のカテゴリとデータ検索方法に関
する「B)データの内容と検索システム」、そして「C)検索結果一覧の特徴」や、「D )
詳細項目の特徴」について実際に使用しながら観察した。観察所見等は、発表者論文
と本発表スライドを参照されたい。  

1）みやざきデジタルミュージアム 1 0 )  
2）鹿児島県上野原縄文の森埋蔵文化財情報データベース 1 1 )  
3）愛知県一宮市博物館 1 2 )  
4）福岡県須恵町立歴史民俗資料館 1 3 )  
5）五島美術館 1 4 )  
6）立命館大学国際平和ミュージアム  Pe a c e  Arc h i ves 1 5 )  
 

3 .文化財情報へアプローチする仕組みの課題  
上記の具体例を概観した結果、オンラインデータベースについて、必要な情報にア

クセスし易い検索システムや詳細内容が観察することが出来たため、上記観察項目の
Ａ～Ｄに沿って記述する。  

A)ホーム画面からのアクセス  今回の検討に際して、We b ページのどこからデー
タベースにアクセスすれば良いのかわかりにくい例が散見された。リンクバナーが
We b ページのフッターにある、アイコンが他のリンクボタンに埋没してわかりづらい、

 データベースの内容  件数  ％  

①  総合データベース  9 4  1 7 . 4 %  

②  指定文化財データベース  1 5  2 . 8 %  

③  部分資料データベース  5 3  9 . 8 %  

④  指定文化財・  

部分資料データベース  

3  0 . 6 %  

⑤  その他一部のみ掲載  1 2  2 . 2 %  

⑥  データベースなし  3 6 3  6 7 . 2 %  

 合計  5 4 0  1 0 0％  

表 1  



考古学・文化財のためのデータサイエンス・サロン online #11 

5 

実際の検索画面に移動するまでの階層が深いなど、存在や入口が分かりづらいものが
少なくない。データベースへの誘導を効果的に行う  We b  デザインの工夫が必要とな
る。  
また、資料を検索する上で最も困ることは、そのデータベースに何が収録されてい

るか不 明 瞭 で あ るため、何を調べてよいか判 断 が 難 し い場合である。従って、データ
ベースの概要や収録内容、研究分野、コレクションの性格、あるいはメタデータの索
引などを明記しておくことも必要であろう。 

B)検索システム  事例の検索システムは、「フリーワード検索」「組織セット検索・
汎用検索ツリー」「項目指定検索」の  3  つに大別することができる。  
「フリーワード検索」は、調べたい語句を入力スペースに打ち込んで検索する。デ  

ータベースの約  7 0％で導入されている。  
「組織セット検索・汎用検索ツリー」は  組織セット検索は、資料の種類・時代・

地域などのメニューを選択し、そのカテゴリごとに検索できるものであり、検索シス
テムを導入しているデータベースの 7 8％で導入されている。
「汎用検索ツリー検索」は、組織セット検索と方法としては概ね同じであるが、選

択項目をクリックするとツリー（一覧状）に下位項目が示される。従って、カテゴリ
を指定して検索範囲を絞るだけでなく、他にどのような資料があるか並行して確認し
たい場合にも対応できる利点がある。  
「項目指定検索」は、「フリーワード検索」と「組織セット検索」「汎用検索ツ

リー検索」を組み合わせたも の で、検索システムを導入しているデータベースの
5 0％近くで導入されている。特定の資料を絞り込んでいくのである。
その他には、「簡易検索」と「詳細検索」を設けたデータベースも散見される。簡

易検索では、大きな枠組みで調べてみたいという一般利用者も検索しやすく、詳細
検索では、すでに何を調べたいか明確に決定している利用者に適 している。 

検 索 シ ス テ ム の 選 択 は 、 現 状 の メ タ デ ー タ 内 容 や 将 来 の 整 備 目 標 と と も に 、 な に
よ り、収蔵資料の特性に基づいて判断することが求められるだろう。 

C)詳細項目
文化財のメタデータ  メタデータの項目については、かつて東京国立博物館の博物

館情報処理に関する調査研究プロジェクトチームが作成した「ミュージアム資料情報
構造化モデル」 1 6 , 1 7 )にて提示された「資料情報の属性」や「属性の詳細要素」が詳し
い。そこでは 3 4 項目が挙げられている。このうち「保存状況」や「受入」等、資料
の持ちうる全ての情報を開示することは、セキュリティ面や煩雑性等の事情により適
切ではないだろう。  
一方で、必要な情報の提示は資料の把握にとって必須であり、考古資料であれば

「名称」「時代」「時期」「法量」「出土遺跡」「写真」などとなるだろう。  
これらの情報をアップロードする際に、特に注意する点としては、検索カテゴリが

存在するもののそこに資料が登録されていない例、市町村の統合や地名の変更、専門
用語のシソーラス検索への配慮、がある。誰もが希望の資料に辿り着くために、詳細
項目と検索システムが最適にリンクしていることが求められよう。  
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画像データの必要性  文化財の実態を理解しようとするときに、もっとも視覚的
に訴えるものが画像データである。しかし、今回の検討で確認した中 で画像を添付
しているデータベースは、前述した①総合データベースのうち  51％に過ぎず、可能
であれば高精細画像を含めた複数の画像データの充実が望ましい。また、浜松市文
化遺産デジタルアーカイブ  1 8  )のように最近では  3  次元データを提供する例も見ら
れるようになってきた。
この点では、福島県立博物館の収蔵資料データベース  1 9 )のように、冒頭で「この事

業はウェブ上での資料目録の公開を目的としており、写真・図版の質は重視してお
りません。」と注意書を示し、実測図や拓本を掲載している例があるなど、新しい
技術・画像の提供よりも、既存データの活用を重視することも可能である。 
関連文献とリポジトリ  なお、関連文献や発掘調査報告書に掲載されている資料に

ついて、それらの文献名を記載しているデータベースは少なくない。これに加えて、
関連文献自体を  PD F  等にて提供すれば、利用者が原典に立ち返って資料の位置付け
を確認することが容易となる。各機関のリポジトリや、奈良文化財研究所の「全国遺
跡報告総覧」データベース  2 0 )などと共同することで、多様な情報を一元化することが
できるようになるであろう。  
システムを利用しない情報公開  逆に、大掛かりなデータベースを構築せずに、収

蔵品目録の一覧表のみを提供している施設もある。例えば、岡山県津山洋学資料館  2 1  )

の W e b  サイトでは、資料カテゴリ毎に、Exc  e  l  データで資料目録をダウンロードす
ることが出来る。データベースの構築と運用には、多くの人的・金銭的コストが必要
となる。それを最低限に抑えつつ、効果的に文化財の情報をオンラインデータ化する
方法は多いだろう。  

4 .まとめ
以上、文化財のオンラインデータベースについて、その理想的な設計の参考となる

具体的情報を整理してきたが、まとめとして、なぜオンラインデータベースを整備す
るべきなのか、内容をブラッシュアップするべきなのか、今後の展望として見ていき
たい。  
全収蔵資料の活用  本発表の冒頭に述べた通り、文化財は活用されるべきものであ

る。オンラインデータベースは、登録された資料全てを活用することができる利点が
ある。特に、埋蔵文化財については「発掘調査時に取得された記録類は（中略）博物
館等における利活用にまで連続的・シームレスに受け渡され共有利用されている事例
は少ないのではないだろうか。（中略）ひとたび、データ・情報の公開・流通へと舵
が切られるならば、さまざまなアクターによるさらなる利活用、アウトプットが見込
まれる」 2 2 )と指摘されている。  
非来館者による利用  また、資料を観覧したいという人々は、来館が容易な圏内・

状況にいるとは限らない。コロナ禍によって、来館による資料の利用は一層非現実的
となった。つまり、資料をいつでも、どこでも見ることができることは、オンライン
データベース最大の重要性の一つである。
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利用者の選択性  オンラインデータベースは、展示や企画などとは異なり、利用者
が見たい資料を自ら選択し、調査することが出来る性質を持っている。例えば、土器
の底部を見たい、石器石材の種類を統計したい、特定の古墳における埴輪の出土の有
無を知りたい、などニーズはそれぞれ異なる。これらの情報は、データベースに記載
していくことで解決し、情報公開によって一般利用者か研究者かという利用者の別を
問わず「保存すべき文化財の状況を広く共有し、その活用について様々なアクション
を先方から呼び込むことが可能となる」 2 3 )可能性を秘めている。すなわち、文化財活
用の前提となる目録公開に留まらず、多様化する利用者に向けた文化財の利用・研究
発展に寄与できるものである。  
文化財保護  過去 1 0 年においても、地震・津波・台風・大雨・火災などの被害が

博物館施設にも大きな損害を与えた。資料が湮滅・欠損あるいは劣化した場合、目録
や写真の「データ」が復旧への大きな助けとなる。メタデータを整え、効率的な検索
システムを構築し、内外に利用可能な状況を備えておくことは、今後の非常事態対策
としても必須と言えよう。
また、地方の過疎化などに起因した今後の資料保存・継承の課題 2 4 )や、文化財の盗

難、オンラインショッピングサイトでの売買といった、資料散逸に対応する手段とし
ても、資料のデータベース化とその公開が急務であろう。  
小結  本発表の目的は、文化財のデータを多くの人々に利用してもらい、その保

護・活用・研究・発展に繋げることである。上に見たようなオンラインデータベース
の必要性や背景のもとで、博物館施設等の運用側は、利用者の側に立ったオンライン
データベースの導入・運用方法を模索し、内容を充実させると共に、年々増加する発
掘調査資料や、寄贈資料の公開に対応可能な方法をしていくことが望まれる。  
なお、本稿は、國學院大學博物館における収蔵品目録再整理と、デジタルミュージ

アムの再編に伴って収集した情報をもとに論じてきたものである。國學院大學デジタ
ルミュージアムの運用も、ここで取り上げた諸例などを参考にしつつ、常に改善を図
っていくことが肝要である。

註  
1 )  大英博物館「T h e  B r i t i s h  M u s e u m ’ s  c o l l e c t i o n」  

h t t p s : / / w w w . b r i t i s h m u s e u m . o r g / c o l l e c t i o n  

2 )  国立科学博物館「かはく V R」  h t t p s : / / w w w . k a h a k u . g o . j p / V R /  

3 )  北海道博物館「おうちミュージアム」  h t t p : / / w w w . h m . p r e f . h o k k a i d o . l g . j p / o u c h i -

m u s e u m /  

4 )  公共財としての文化財の情報発信に関する代表的・基礎的法令には以下が認められる。  

文化財保護法「第４条２項  文化財の所有者その他の関係者は、文化財が貴重な国民的
財産であることを自覚し、これを公共のために大切に保存するとともに、できるだけこれ
を公開する等その文化的活用に努めなければならない。」  

博物館法「第 2 条  この法律において「博物館」とは、（中略）教育的配慮の下に一般公
衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーション等に資するために必要な事業を

https://www.britishmuseum.org/collection
https://www.kahaku.go.jp/VR/
http://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/ouchi-museum/
http://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/ouchi-museum/


文化財のデータベース公開に関する現状と課題 
（楠） 

8 

行い、あわせてこれらの資料に関する調査研究をすることを目的とする機関」  

5 )  （独）国立文化財機構「ｅ国宝」  h t t p s : / / e m u s e u m . n i c h . g o . j p /  

6 )  文化庁「文化遺産オンライン」  h t t p s : / / b u n k a . n i i . a c . j p  

7 )  国立民族学博物館「標本資料目録データベース」  

h t t p s : / / h t q . m i n p a k u . a c . j p / d a t a b a s e s / m o / m o c a t . h t m l  

8 )  楠惠美子  2 0 2 1「文化財のデータベース公開に関する現状と課題－歴史・考古系博物館と
埋蔵文化財センターを中心に－」『國學院大學博物館研究報告』第 3 7 輯  國學院大學博物
館  

9 )  全国歴史民俗系博物館協議会  h t t p s : / / r e k i m i n . c o m /  

1 0 ) みやざきデジタルミュージアム  h t t p : / / w w w . m i y a z a k i - a r c h i v e . j p / d - m u s e u m /

1 1 ) 鹿児島県上野原縄文の森  h t t p s : / / w w w . j o m o n - n o - m o r i . j p /

1 2 ) 一宮市博物館  h t t p s : / / w w w . i c m - j p . c o m /

1 3 ) 須恵町立歴史民俗資料館  h t t p : / / w w w . s u e - m u s e u m . j p / h i s t o r y /

1 4 ) 五島美術館   h t t p s : / / w w w . g o t o h - m u s e u m . o r . j p /

1 5 ) 立命館大学付属国際平和ミュージアム   h t t p s : / / w w w . r i t s u m e i k a n - w p - m u s e u m . j p /

1 6 ) 東京国立博物館  博物館情報処理に関する調査研究プロジェクトチーム 2 0 0 5 年  「ミュ
ージアム資料情報構造化モデル」

h t t p s : / / w e b a r c h i v e s . t n m . j p / d o c s / i n f o r m a t i c s / s m m o i /  

1 7 ) 村上良二  2 0 0 6「「ミュージアム資料情報構造化モデル」の構築」M U S E U M  第 6 0 2 号
東京国立博物館

1 8 ) 浜松市立中央図書館「浜松市文化遺産デジタルアーカイブ」
h t t p s : / / t r c - a d e a c . t r c . c o . j p / W J 1 1 C 0 / W J J S 0 2 U / 2 2 1 3 0 0 5 1 0 0 /  

1 9 ) 福島県立博物館「収蔵資料データベース」
h t t p s : / / g e n e r a l - m u s e u m . f c s . e d . j p / p a g e _ c o l l e c t i o n / d e t a b a s e  

2 0 ) 奈良文化財研究所「全国遺跡報告総覧」h t t p s : / / s i t e r e p o r t s . n a b u n k e n . g o . j p / j a

2 1 ) 津山洋学資料館  h t t p : / / w w w . t s u y a m a - y o u g a k u . j p /

2 2 ) 野口  淳  2 0 2 0「発掘調査報告書とデータの公開利用－「記録保存」と情報のフロー、再
現性・再利用性－」『研究報告』第 2 4 冊  奈良文化財研究所

 h t t p : / / d o i . o r g / 1 0 . 2 4 4 8 4 / s i t e r e p o r t s . 6 9 9 7 4 - 1 1 9 7 8  

2 3 ) 福島幸宏  2 0 2 0「文化財情報を真の公共財とするために」『研究報告』第 2 4 冊  奈良文
化財研究所  h t t p : / / d o i . o r g / 1 0 . 2 4 4 8 4 / s i t e r e p o r t s . 6 9 9 7 4 - 1 1 9 7 1

2 4 ) 天野真志  2 0 2 0「資料を残し伝えることの意味」『R E K I H A K U』0 0 1  国立歴史民俗博
物館
※引用した W e b サイトは、いずれも 2 0 2 0（令和２）年 1 2 月２日に最終アクセスしたも

のである。  

https://emuseum.nich.go.jp/
https://bunka.nii.ac.jp/
https://htq.minpaku.ac.jp/databases/mo/mocat.html
https://rekimin.com/
http://www.miyazaki-archive.jp/d-museum/
https://www.jomon-no-mori.jp/
https://www.icm-jp.com/
http://www.sue-museum.jp/history/
https://www.gotoh-museum.or.jp/
https://www.ritsumeikan-wp-museum.jp/
https://webarchives.tnm.jp/docs/informatics/smmoi/
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11C0/WJJS02U/2213005100/
https://general-museum.fcs.ed.jp/page_collection/detabase
https://sitereports.nabunken.go.jp/ja
http://www.tsuyama-yougaku.jp/
http://doi.org/10.24484/sitereports.69974-11978
http://doi.org/10.24484/sitereports.69974-11971
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